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あらまし：本研究は PBL（Project Based Learning）における振り返り時の学びや気づきをより効果的に引
き出すことを目的とする．舘野ら(1)の他にも振り返りの手法を工夫した結果を検証した研究や，加藤ら(2)

による振り返り易さに焦点をあてた研究などが盛んに行われてきた．本稿では，研究参加者らが記述した

週報における単語の頻出度と文章の類似性に着目して分析を行い，分析結果を振り返り時に提供した取り

組みを報告する． 
キーワード：PBL，振り返り，KPT，テキストマイニング 

 
1. はじめに 

PBLは実践的教育として注目度が高まり，多くの
大学で取り組まれている．近年，その活動中に取り

組まれる振り返りが重要視されている．振り返りは

学習者の内省を促進しメタ認知を促すことができる．

今日までに，振り返りの手法を工夫して実践した研

究や振り返り易さに焦点を当てた研究が盛んに行わ

れてきた．舘野らは質問を活用した振り返りを行い，

その後のグループワークに貢献できたかを調査して

いる．その結果，質問を活用した振り返りはグルー

プワークの改善に役立つことが示唆された(1)と報告

している．加藤らはホワイトボードの書き込み内容

にリンク付けを行い，議論の結論に至る思考プロセ

スの振り返りを支援するシステムを提案している．

実験の結果，リンク情報を提示することで思考プロ

セスの振り返りを支援することが明らかになった(2)

と報告している． 
本稿では，振り返り時に学習者が参照する情報が

学びや気づきへ影響を与えると考え，研究参加者ら

が記述した週報の分析結果を提供した振り返りを実

施した結果を報告する．対象は，著者ら所属大学（以

下，本学）の学部 3年生が通年で取り組む必修 PBL
科目（以下，プロジェクト学習）を受講していた 16
名であった． 

 
2. プロジェクト学習 
本学のプロジェクト学習の目的は，実社会で役立

つ力を養成することである．学部 3年生は問題の発
見，解決，報告に通年で取り組む．活動は週 2回の
計 6時間行う．その週の活動報告として図 1に示す
「週報」を LMS（Learning Management System）に
提出する．週報の記述は「活動内容」「教員からの指

示アドバイス」「次週の課題」の 3項目に基づいて行
う． 

 

図 1 週報 
3. 手法 
3.1 対象 
研究参加者は 2016 年度にプロジェクト学習を受

講した学部 3年生のうち 3チーム 16名（うち 2チー
ムは各 5名，他 1チームは 6名）であった． 
3.2 データ収集 

Googleスプレッドシートを活用し，振り返りを行
うためのフレームワークである KPT（Keep:良い点，
Problem:問題点，Try:改善したいこと）に沿って図 2
に示す KPT 週報を著者が作成した．Google スプレ
ッドシートを活用したのは，データを効率的に収集

することができる，前週の内容を閲覧しつつ記述で

きる，フィードバックコメントの把握が容易になる

といった理由からである．研究参加者に対して，週

報の記述は KPT に基づいて記述してもらうように
プロジェクト学習の開始時期に著者がアナウンスし

た．Kと Pは週報の「活動内容」，Tは「次週の課題」
に記述してもらった． 
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通年で収集することができたデータ量は，前期（4
月〜8月）が 12週分で計 78,832文字，後期（9月〜
翌年 3月）が 16週分で計 49,152文字であった． 

 

活動内容 

Keep（良かっ
たこと） 

当日の活動内容をみんながわかりやす

いようにスライドにまとめてきた．ま

とめたスライドをプロジェクターを使

ってみんなに見えるようにした． 
チームがバラバラになっているように

感じたので，グループ活動の問題点と

その対策をスライドにまとめて提示し

た． 

Problem（良く
なかったこ

と，改善した

いこと） 

活動の手順を間違えてしまった．具体

的には，問題と機能の整理をした後に

実際に体験する場を設けてしまった．

TAさんに言われてから実際に体験して
から整理したほうがいいということに

気がついた． 
学生 A くんが FW の反省会をしてよか
ったと言っていたので，自分たちもや

るべきだったと後悔した． 

次週の課

題 
Try（試したい
こと） 

司会進行を自分だけでやろうと思って

いたが，メンバーで回そうと思う． 
5/30 までにこちらから確認したいこと
をまとめた文書を作成してくる． 

教 員 や

TA か ら

の指示ア

ドバイス 

自分たちが大事だと思った機能についても深めてもい

いのではないだろうか． 
背景からアプリ概要への繋がりがない． 

図 2 作成した KPT週報 
 
3.3 データ分析 
分析には KH Coder(i)の「品詞別 出現順 リスト」

および「文書のクラスター分析」を使用した．前者

を用いて名詞，動詞，形容詞など計 15種類の品詞を
抽出した．それらのうち具体的な単語である名詞，

サ変名詞，人名，単語のみでは抽象的である動詞を

残し，その他は結果から除外した．その後，週ごと

に品詞別で単語の出現回数の分析を行った（以下，

キーワード推移）．なお，キーワード推移は個人ごと

の分析である． 
文書のクラスター分析を用いて，文章をクラスタ

ーごとにまとめた（以下，類似文章の分類表）．クラ

スター内に異なるカテゴリに属するべき文書が含ま

れていた場合は，目視にてクラスター数の調整を行

った．なお，類似文章の分類表は，チームごとの分

析である． 
3.4 振り返り 
データ分析の結果を用いて，チームごとに分かれ

て振り返りを行ってもらった．時間は振り返り後の

発表を含め 180分間であった．付箋には書き出す際
に参考にした媒体を別途記入してもらった．振り返

りの流れを以下に示す． 
1. 小さい模造紙に前期の KPTをまとめる． 
2. マイルストーンごとに模造紙に線を引く． 
3. チームや個人で取り組んだこと，その時に考えて
いたこと，そのように思った要因を書き出す． 
4. 全体の見直しをする． 
5. 発表に向けてまとめる． 

分析した結果を振り返り時に Web 上で提供した．
図 3はWeb上にて提供したキーワード推移と類似文
章の分類表の表示部分である．画面左には選択され

ている品詞のキーワード推移，画面右には研究参加

者が属しているチームの類似文章の分類表が表示さ

れている．研究参加者には図 3の分析結果を参考に
しつつ振り返りを行ってもらうようにアナウンスし

た． 
 

 
図 3 Web上にて提供した分析結果 

 
4. 結果と考察 
アンケートを用いて，提供した分析結果が振り返

りを行うにあたり参考になったかを問いた．回答人

数は 13 名（81.3%）であった．1 を参考にならなか
った，4 を参考になったとして集計した結果，キー
ワード推移は平均 2.9，類似文章の分類表は平均 3.0
となった．また，全チームの付箋の個数を調査した

結果，記憶が 61.8%，分析結果が 0.0%であった．以
上から，個人としてどのような事象が起きたかを把

握することには貢献できたが，チームの振り返りに

は貢献できなかったと言える．今後は学習者の記憶

や作成したドキュメントなどから容易に読み取るこ

とが困難な観点からの分析を行う必要があると考え

られる． 
 

5. おわりに 
本学のプロジェクト学習を受講していた学部 3年

生 16名を対象に週報の収集・分析を行い，学びや気
づきを引き出すことを狙いとして，振り返り時に分

析結果を提供することを行った．結果として，個々

が事象を把握することには貢献できたが，チームの

振り返りには貢献することができなかった．今後は，

学習者が容易に発見することが困難な情報を提供し

ていく必要があると考えられる． 
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i KH Coder http://khc.sourceforge.net 
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